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2月のみなさまのご様子を報告いたします。

3月6日、日本気象協会の桜開花予想（第3回）によると3月の予想気温が高く、全国的に平年より早い

開花になるようです。綾町の照葉樹林地帯のヤマザクラは５分咲き、県内の桜の名所のソメイヨシノも

蕾をつけ、早期水稲の水田では晴天時に白雲が映ります。卒業・卒園式や県立高校の一般入試、進学・

就職の為の移動など、年度末ならではのイベントが多々あります。

また、3月は県内で新型コロナが初確認された時期でもあります。当時は「パンデミック」「クラス

ター」「新しい生活様式」など聞きなれないワードを耳にしました。その後、ワクチンや特効薬、行政

対応、5類への移行など新型コロナと共存しながら4年をかけて現在に至りました。感染者が激減してい

るわけではありませんが、施設でも本紙で紹介している施設内行事に加えて、コロナ禍で休止していま

した、お花見や散策などといった外出行事を予定しています。ご利用者様の日常を取り戻して参りたい

と思いますが、先日のアンケートで多くのご意見をいただきました「面会」につきましては、インフル

エンザ等の感染状況を見極めながら回数を増やす方向で検討して参りたいと思いますので、引き続きご
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日中の活動の様子です。春の足音が近づくにつれ気候も安定し、皆様、出来る事、興味や関心がある事それぞれではありますが、それらの事を少

しでも多く見つけ提供し、これからもたくさん笑顔で過ごして行きたいと思います。


